
提

出

者

島

�

平
成
十
三
年
八
月
八
日
提
出

質

問

第

一

一

号

政
府
機
密
費
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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政
府
機
密
費
に
関
す
る
質
問
主
意
書

先
に
提
出
し
た
「
政
府
機
密
費
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
に
対
す
る
政
府
答
弁
書
の
不
明
な
点
に
つ
き
、
再
度
質
問
す
る
。

各
別
に
回
答
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

一

報
償
費
と
は
「
国
が
、
国
の
事
務
又
は
事
業
を
円
滑
か
つ
効
率
的
に
遂
行
す
る
た
め
、
当
面
の
任
務
と
状
況
に
応
じ
て
そ

の
都
度
の
判
断
で
最
も
適
当
と
認
め
ら
れ
る
方
法
に
よ
り
機
動
的
に
使
用
す
る
経
費
で
あ
る
」
と
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
理
論

的
に
は
、
報
償
費
は
当
然
に
機
密
費
と
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
報
償
費
の
中
に
機
密
費
と
さ
れ
る
べ
き
も
の
が
存
在
す
る
こ

と
が
あ
り
う
る
と
い
う
可
能
性
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
（
す
な
わ
ち
、
報
償
費

≠

機
密
費
）
が
、
ど
う
か
。

二

一
に
対
す
る
回
答
が
肯
定
の
場
合
（
す
な
わ
ち
、
報
償
費

≠

機
密
費
）
、
報
償
費
の
中
に
は
、
機
密
費
も
あ
る
し
、
そ
う

で
な
い
も
の
も
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
先
の
政
府
答
弁
書
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
お
尋
ね
の
委
員
会
審
議
等
に
お
い
て
用

い
ら
れ
た
『
機
密
費
』
は
、
報
償
費
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
の
理
論
は
通
ら
な
く
な
る
が
、
ど
う
か
。

三

一
に
対
す
る
回
答
が
否
定
の
場
合
（
す
な
わ
ち
、
報
償
費＝
機
密
費
）
、
憲
法
上
の
原
則
で
あ
る
「
財
政
民
主
主
義
」
お

よ
び
予
算
制
度
上
の
「
使
途
特
定
原
則
」
の
も
と
で
報
償
費
を
機
密
扱
い
す
る
こ
と
の
、
法
的
根
拠
ま
た
は
理
論
的
根
拠
を

示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

一



四

三
の
場
合
、
報
償
費
は
、
ま
さ
に
機
密
に
す
る
必
要
の
あ
る
費
用
と
し
て
使
途
が
特
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
報
道
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
政
府
首
脳
の
公
然
た
る
外
国
訪
問
に
随
行
す
る
職
員
の
旅
費
の
補
�

に
充
て
る
こ
と
な
ど
は
、
機
密
費
の
使
途
に
反
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。

五

三
の
場
合
、
財
政
民
主
主
義
の
主
旨
に
沿
う
た
め
に
は
、
報
償
費
の
中
で
機
密
に
属
し
な
い
部
分
を
洗
い
出
し
、
機
密
費

と
し
て
で
は
な
く
他
の
項
目
と
し
て
扱
い
公
開
す
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。

右
質
問
す
る
。

二


